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広報あぐい　２００５年５月１５日号

　

現
在
開
催
中
の
愛
・
地
球
博（
愛
知
万
博
）の
イ
ベ
ン
ト
で
、愛

知
県
内
の
山
車
百
台
を
集
め
た
「
あ
い
ち
山
車
・
か
ら
く
り
総

揃
え
」
に
四
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
二
日
間
、
阿
久
比
町

か
ら
山
車
四
台
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

宮
津
地
区
の
宮
津
北
組
山
車
と
南
社
山
車
、
萩
地
区
の
萩
大

山
車
、
横
松
地
区
の
横
社
山
車
の
四
台
が
長
久
手
会
場
「
愛
・

地
球
広
場
」
に
展
示
さ
れ
、
各
地
区
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
三
番

叟
や
か
ら
く
り
人
形
な
ど
を
披
露
し
、
阿
久
比
に
伝
わ
る
伝
統

文
化
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

午　

前

　
　

山
車
出
展
の
四
地
区
で
荷
造
り

午
後
二
時

　

各
地
区
で
四 
㌧ 
ト
ラ
ッ
ク
に
山
車
積

み
込
み
（
ク
レ
ー
ン
で
台
輪
と
ゴ
マ
を

吊
り
上
げ
て
積
み
込
み
）

午
後
四
時

　

ト
ラ
ッ
ク
阿
久
比
町
発
、
万
博
長
久

手
会
場
へ

午
後
十
時

　

各
地
区
の
関
係
者
、
万
博
長
久
手
会

場
へ
出
発

�
�
�
�
�
��
�
	

午
前
二
時

　

万
博
長
久
手
会
場
「
愛
・
地
球
広
場
」

へ
山
車
を
積
み
込
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
搬
入

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
山
車
を
降
ろ
す

午
前
二
時
半

　
　

山
車
の
組
み
立
て
作
業
開
始

午
前
六
時

　

山
車
の
組
み
立
て
作
業
終
了
、
展
示

完
了

万博ドキュメント万博ドキュメント

クレーンで宙に浮く横社山車の台輪とゴマ

山車をトラックに積み込む宮津北組

早朝、山車の組み立て
宮津南社山車の組み立て
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午
前
九
時
半　

開
園

午
前
十
一
時

　

愛
知
県
パ
ビ
リ
オ
ン
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ド
ー
ム
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
。

ス
テ
ー
ジ
で
参
加
し
た
山
車
の
紹
介

正
午
　

山
車
の
前
で
横
社
山
車
保
存
会
が
三

番
叟
、
萩
大
山
車
保
存
会
が
子
ど
も
囃

子
、
宮
津
北
組
山
車
保
存
会
が
か
ら
く

り
、
宮
津
南
社
山
車
保
存
会
が
囃
子
を

披
露

午
後
六
時

　
　

ち
ょ
う
ち
ん
準
備
（
火
入
れ
）

午
後
六
時
半

　
　

ち
ょ
う
ち
ん
点
火
、
宵
ま
つ
り
開
始

午
後
九
時
半　

閉
園

　
　

山
車
に
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
る

�
�
�
�
�
��
�
�

午
前
九
時
半　

開
園

午
前
十
時

　

山
車
の
前
で
横
社
山
車
保
存
会
が
三

番
叟
、
萩
大
山
車
保
存
会
が
子
ど
も
囃

子
、
宮
津
北
組
山
車
保
存
会
が
か
ら
く

り
、
宮
津
南
社
山
車
保
存
会
が
囃
子
を

披
露

午
後
一
時
半

　
「
百
輌
カ
ウ
ン
ト
」、愛
・
地
球
博
広
場

ス
テ
ー
ジ
の
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
た
山

車
が
一
台
ず
つ
順
番
に
映
し
出
さ
れ
る

午
後
五
時

　

宮
津
北
組
山
車
保
存
会
が
か
ら
く
り

を
披
露

�
�
�
�
�
��
�
�

午
前
一
時

　

各
地
区
で
四 
㌧ 
ト
ラ
ッ
ク
に
山
車
積

み
込
み

午
前
三
時
半

　

ト
ラ
ッ
ク
、
各
地
区
の
関
係
者
万
博

長
久
手
会
場
発
、
阿
久
比
町
へ

午
前
五
時

　
　

各
地
区
の
山
車
、
山
車
蔵
に
到
着

午
前
十
一
時
半

　
　

各
地
区
山
車
蔵
収
納
完
了

午
後
六
時

　
　

ち
ょ
う
ち
ん
準
備
（
火
入
れ
）

午
後
六
時
半

　
　

ち
ょ
う
ち
ん
点
火
、
宵
ま
つ
り
開
始

午
後
九
時
半　

閉
園

　
　

展
示
終
了

午
後
十
時
半

　
　

山
車
の
解
体
開
始
、
荷
造
り

万博ドキュメント万博ドキュメント

万博ドキュメント

横社山車保存会の囃子

萩大山車保存会の子ども囃子

宮津南社山車保存会の囃子

宮津北組山車保存会がからくりを披露

横社山車保存会の三番叟
ちょうちんをつけた萩大山車
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�������

第
１２
回 

　

四
月
二
十
九
日
、「
み
ど
り
の
日
」
の
祝

日
に
草
木
グ
ラ
ン
ド
で
第
十
二
回
農
業
ま

つ
り
（
主
催　

阿
久
比
町
農
業
ま
つ
り
実

行
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
、
農
業
生
産
者

と
消
費
者
が
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
協
賛
の
阿
久
比
町
商
工
会
や

J
A
あ
い
ち
知
多
な
ど
の
テ
ン
ト
村
が
並

び
、
新
鮮
な
農
畜
産
物
の
販
売
や
飲
食

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

目
玉
商
品
の
五
百
円
「
ス
テ
ー
キ
」
に

は
、
肉
を
買
い
求
め
る
人
で
長
蛇
の
列
が

で
き
ま
し
た
。
会
場
の
特
設
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
で
、
買
っ
た
ば
か
り
の
肉
を
焼

き
、
ス
テ
ー
キ
と
セ
ッ
ト
で
付
い
て
き
た

れ
ん
げ
米
の
お
に
ぎ
り
と
一
緒
に
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム
や
米
俵
運
び
競
争
な

ど
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、
各
場
所
で
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
南
の
田
ん
ぼ
で
は
「
阿
久
比
米
れ

ん
げ
ち
ゃ
ん
研
究
会
」
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
親
子
で
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

は
だ
し
で
水
田
に
足
を
踏
み
入
れ
た
子

ど
も
た
ち
は
、「
わ
ー
ぬ
る
ぬ
る
、
気
持
ち

悪
い
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
全
身
泥
だ
ら

け
に
し
て
、
楽
し
そ
う
に
一
本
ず
つ
苗
を

植
え
て
い
ま
し
た
。

　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
は
、
愛
知
万
博
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
相
手
国
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
で
生
産
さ
れ
た「
チ
リ
ツ
ナ
缶
」を
使
っ

た
特
製
の
ス
ー
プ
を
作
り
、
会
場
を
訪
れ

た
人
に
振
る
舞
っ
て
万
博
P
R
に
一
役

買
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
愛
知
万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
ス

タ
ッ
フ
で
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
エ
リ
ソ
ン
・

キ
エ
ー
リ
さ
ん
と
ジ
ェ
ニ
ー
・
バ
リ
レ
さ

ん
も
、
七
月
十
三
日
に
万
博
で
行
わ
れ
る

「
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
」
の

P
R
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

二
人
は
、
終
始
笑
顔
で
れ
ん
げ
米
の
お

に
ぎ
り
や
特
製
ス
ー
プ
を
お
い
し
そ
う
に

食
べ
な
が
ら
「
七
月
十
三
日
は
、
万
博
へ

来
て
く
だ
さ
い
。
ソ
ロ
モ
ン
の
歌
や
踊
り

を
紹
介
し
ま
す
」
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

米俵運び大会

田植えを体験する親子

ナショナルデーをＰＲする万博パビリオンスタッフ
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●小さい子どもは絵本が大好き

　子どもの読書週間中（４／２３～５／１２）、図書館で町
内の保育園・幼稚園児を招き「読み聞かせ会」が行わ
れました。
　４月２８日には、中部保育園の園児３０人が図書館を訪
れ、大型絵本や紙芝居の読み聞かせなどを「読書指導
グループ」ぶんぶんの会員の方や職員が行い、園児は
楽しそうに聞き入っていました。
　最後には、ひとり一冊ずつ本を借りる体験もして、
どの園児もとても満足した様子でした。

大型絵本の読み聞かせに夢中になる中部保育園児

●わあータケノコだぁ

　４月２６日、東部保育園の年中 ･年長児５１人が宮津の
屋郷池近くの竹林へタケノコ掘りに出かけました。
　この行事は毎年、宮津に住む竹林所有者の好意で行
われています。
　家から持ってきたスコップでタケノコの周りの土を
掘り、最後は“タケノコのおじさん”や先生に手伝っ
てもらい掘り出していました。
　「このタケノコ掘らなかったら、立派な竹になってか
ぐや姫が住むのかなあ」と先生に質問している園児が
いました。
　収穫したタケノコはお父さんやお母さんにおみやげ
に持って帰りました。

タケノコを掘る東部保育園児

幼虫も光るんだね
　ふれあいの森「ホタル養殖場・観察室」
で、４月２１日、２２日ほたるの幼虫観察会が行
われ、２日間で町内外から５６０人の参加があ
りました。
　昨年７月ころふ化した幼虫も大半が５齢
（終齢）幼虫に成長しました。
　外敵から身を守るためにお尻の２カ所が
光り、成虫よりも点滅周期が長く「ダイヤ
モンドみたいに光ってきれいでした」「幼虫
も光るんですね。びっくりしました」と観
察会後の感想を述べていました。
　幼虫は「ほたる養殖場」の水路へ５月初
旬に放流をしました。６月中旬ころから成
虫になり今度は成虫になったほたるが光り
を放ちます。
　成虫の観察会を６月下旬に予定します。
日時が決まりましたら「広報あぐい」でお
知らせします。観察室で幼虫を見る参加者
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草
木
地
区
に
あ
る
花
か
つ
み
園
で
、
保

存
会
（
竹
之
越
隆
幸
会
長
）
に
よ
り
、
大

切
に
保
護
さ
れ
て
い
る
「
花
か
つ
み
」
の

一
般
公
開
が
始
ま
り
ま
す
。

　

花
か
つ
み
は
、
ア
ヤ
メ
科
の
多
年
草
。

野
花
菖
蒲
（
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
）
で
、
鮮

や
か
な
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

室
町
年
間
に
伯
耆
（
ほ
う
き
ー
鳥
取
県

西
部
）
の
国
か
ら
草
木
の
下
芳
池
に
移
植

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）、
桶
狭
間
の
合

戦
の
際
に
、
徳
川
家
康
の
武
運
長
久
を
祈

り
、
家
康
の
生
母
於
大
の
方
が
坂
部
城
で
、

こ
の
花
か
つ
み
を
「
勝
つ
」
と
い
う
言
葉

に
心
を
込
め
て
仏
前
に
捧
げ
た
と
い
う
伝

説
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
は
「
幻
の
花
」
と
騒
が
れ

て
盗
掘
に
あ
い
、
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
初
期
、
ひ
と
り
の
植
物
愛
好
家
が

自
生
の
一
株
を
発
見
、
そ
の
後
地
元
の

人
々
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
二
年
「
花
か
つ
み
保
存
会
」

が
結
成
さ
れ
、
同
年
「
花
か
つ
み
園
」
が

設
置
さ
れ
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
鮮
や
か
に
紫
色
に
輝
く
「
花

か
つ
み
」
を
鑑
賞
し
て
、
初
夏
の
訪
れ
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。

一
般
公
開
の
期
間

　

六
月
五
日（
日
）〜
十
九
日（
日
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

早
朝
開
放
（
写
真
撮
影
な
ど
）

　

六
月
十
一
日（
土
）、
十
二
日（
日
）

　

午
前
六
時
か
ら

　期間中、短歌・俳句・狂俳の作品
募集をしています。園内のボックス
に投函してください。

至名古屋 

県
道
名
古
屋
半
田
線 

白
沢
駅 

至
高
浜 名

鉄
河
和
線 

坂
部
駅 

阿
久
比
駅 

至半田 

阿久比町役場 

スポーツ村 

阿久比I.C

正盛院 
草木公民館 

県道草木金沢線 

至
知
多 

至
常
滑 

花かつみ園 
㈱デンソー阿久比製作所 

北側 

草木小学校草木小学校 草木小学校 

知
多
半
島
道
路

知
多
半
島
道
路 

知
多
半
島
道
路 

県道西尾知多線 

花かつみ園の位置 

一
般
公
開
　
六
月
五
日（
日
）〜
十
九
日（
日
） 

□
日　

時　

六
月
十
五
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
半

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
三
〇
一

□
対　

象　

乳
幼
児
の
保
護
者　

五
十
人

□
演　

題

　
「
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
を
考
え
る

　
　
　

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
学
び
あ
い
」

□
講　

師　

日
本
福
祉
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　

小
木　

美
代
子　

先
生

□
そ
の
他

　

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
で
申
し

出
く
だ
さ
い
。

□
参
加
費　

無
料

□
申
込
先

　

町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園　

社
会
教
育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
６
２
）

□
申
込
期
限　

六
月
八
日（
水
）

乳
幼
児
期
家
庭
教
育
推
進

事
業
講
演
会
を
開
催

初夏の訪れ初夏の訪れ

幻の花幻の花

れんげの花を楽しむ草木保育園児

□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２８０）
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一　

愛
知
県
学
校
教
育
基
本
理
念

①　

い
の
ち
を
尊
び
、こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
を

鍛
え
、た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
養
う
。

②　

自
ら
学
び
、
深
く
考
え
、
主
体
的
に

行
動
す
る
力
を
養
う
。

③　

礼
節
を
重
ん
じ
、
自
ら
を
律
し
、
他

と
と
も
に
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
活
を
築
く

態
度
を
養
う
。

�
　

生
き
る
力
（「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な

人
間
性
」「
健
康
・
体
力
」）
を
身
に
つ
け

た
児
童
生
徒

�○　

目
的
意
識
を
も
ち
、
自
ら
意
欲
的
に

学
習
に
取
り
組
む
主
体
的
な
児
童
生
徒

○　

誰
に
で
も
笑
顔
で
挨
拶
の
で
き
る
児

童
生
徒

○　

自
国
や
地
域
の
文
化
を
正
し
く
認
識

し
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え

た
児
童
生
徒

○　

自
他
の
命
を
大
切
に
す
る
児
童
生
徒

二　

阿
久
比
町
の
学
校
教
育
が

目
指
す
児
童
生
徒

三　

本
年
度
目
指
す
具
体
的
な

児
童
生
徒
像

四　

方　

針

（
一
）　

楽
し
く
学
ぶ
授
業
の
実
現

（
二
）　

道
徳
教
育
の
充
実（
情
報
モ
ラ
ル

も
含
め
て
）

（
三
）　

学
級
経
営
の
充
実

（
四
）　

教
員
の
力
量
向
上
に
向
け
た
研
修

の
充
実

（
五
）　

小
学
校
英
語
活
動
の
継
続
（
年
間

十
時
間
程
度
）

（
六
）　

学
校
安
全
教
育
（
地
震
・
不
審
者

対
策
）
の
充
実

　

平
成
十
七
年
度
の
阿
久
比
町
学
校
教
育
指
針
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五　

具
体
的
な
内
容

（
一
）　

教
科
の
も
つ
本
質
的
な
楽
し
さ
を

味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
授
業
を
行
う
。

（
二
）　

心
を
育
て
る
中
核
と
し
て
の
道
徳

教
育
の
時
間
を
確
保
し
、
内
容
を
充

実
す
る
。

（
三
）　

阿
久
比
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に

関
す
る
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
情
報

モ
ラ
ル
の
指
導
を
小
学
校
四
年
生
以

上
で
実
施
す
る
。

（
四
）　

学
級
の
一
人
ひ
と
り
に「
安
心
感
」

を
与
え
、
一
人
ひ
と
り
の
「
存
在
感
」

を
実
感
で
き
る
学
級
を
つ
く
り
、
活

発
な
話
し
合
い
の
で
き
る
授
業
を
実

践
す
る
。

（
五
）　

児
童
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
、
楽

し
く
学
ぶ
授
業
の
実
現
に
向
け
て
の

実
践
的
な
研
修
を
積
極
的
に
行
う
。

（
六
）　

A
E
T
、
英
語
活
動
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
と
の
英
語
活
動
を
通

し
て
、
英
語
に
親
し
み
な
が
ら
国
際

理
解
を
深
め
る
。

（
七
）　

東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
を
想
定

し
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、

避
難
訓
練
を
充
実
さ
せ
、
地
震
へ
の

対
応
を
万
全
な
も
の
と
す
る
。

（
八
）　

不
審
者
に
対
す
る
学
校
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
見
直
し
、
校
内
体
制
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
危
機
管
理

意
識
の
向
上
と
防
犯
教
育
の
充
実
を

図
る
。

生きる力を身につけた児童生徒 
阿久比町学校教育の重点施策 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
（
日
本
語
・
英
語
を
使
っ
た
会
話
力
）
学
校
教
育
全
般 

中
学
校
（
英
語
と
国
語
） 

小
学
校
高
学
年（
国
語
と
英
語
） 

小
学
校
低
学
年（
国
語
を
重
点
） 

※
英
語
指
導
助
手 

国
語
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
　
※
英
語
指
導
助
手 

「豊かな人間性」 

道
徳
の
授
業
時
間
の
確
保
と
質
の
充
実 

※
青
少
年
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
事
業 

福
祉
・
清
掃
活
動 

「
自
分
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
」
推
進
事
業 

「開かれた学校」 

学
校
評
議
員
制
・
学
校
評
価
の
実
施 

学
校
運
営
協
議
会
導
入
の
研
究 

「健康・安全」 

地
震
・
不
審
者
な
ど
へ
の
安
全
教
育
・
情
報
モ
ラ
ル
指
導（
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
） 

※
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
学
校
教
育
指
導
員
・
（
小
学
校
巡
回
相
談
・
こ
す
も
す
） 

※
フ
ッ
素
洗
口
事
業 

※
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、自
ら
学
び
、主
体
的
に
判
断
し
、行
動
し
、よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
の
育
成 

Ｒ
Ｔ
・
Ｌ
Ｔ 

少
人
数
指
導
・
習
熟
度
別
指
導
等 

学
習
意
欲
を
高
め
る
指
導 

教
科
担
任
制
の
導
入 

※
Ｔ
Ｔ
指
導
補
助
事
業 

「確かな学力」 

○教職員の力量向上（楽しい授業の創造） 
○充実した学級経営（「安心感」と「存在感」） 

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
２
）

授業中の児童
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⑮ 

防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

地
震
避
難
訓
練
を
実
施

　

各
学
校
、
幼
稚
園
・
保
育
園
で
地
震
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
月
二
十
七
日
、
南
部
小
学
校
で
地
震

の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

校
内
に
地
震
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
効
果
音

が
流
れ
、
教
室
で
授
業
を
受
け
て
い
た
児

童
は
自
主
的
に
机
の
下
に
隠
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
担
任
の
先
生
の
指
示
で
、
頭

の
上
に
教
科
書
な
ど
を
載
せ
て
運
動
場
へ

避
難
し
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
が
全
校
児
童
の
前
で
、「
今
日

の
訓
練
は
百
点
で
し
た
」
と
感
想
を
話
す

ほ
ど
、
児
童
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
訓
練

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
地
元
企
業
の
協
力
で
、

登
下
校
時
の
通
学
路
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
立
ち
、
児
童
の
交
通
安
全
や
連

れ
去
り
防
止
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

高
根
台
自
治
会
の
皆
さ
ん

（
活
動
地
区
）

英
比
小
学
校
か
ら
高
根
台
ま
で
の
通
学
路

（
活
動
日
）

学
校
授
業
日
の
下
校
時

白
沢
台
児
童
を
持
つ
祖
父
母
の
皆
さ
ん

（
活
動
地
区
）

英
比
小
学
校
か
ら
白
沢
台
ま
で
の
通
学
路

（
活
動
日
）

学
校
授
業
日
の
登
下
校
時

デ
ン
ソ
ー
ユ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
保
安
事
業

部
阿
久
比
の
皆
さ
ん

（
活
動
地
区
）

草
木
小
学
校
周
辺
の
通
学
路

（
活
動
日
）

毎
月
五
の
日
の
下
校
時（
休
校
日
は
翌
日
）

・　

遊
び
に
行
く
と
き
は「
行
く
と
こ
ろ
」

「
一
緒
に
遊
ぶ
友
達
」「
帰
る
時
間
」
を

知
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
。

・　

知
ら
な
い
人
に
道
を
尋
ね
ら
れ
た
と

き
に
は
、
一
緒
に
行
か
な
い
で
そ
の
場

で
教
え
る
。

・　

知
ら
な
い
人
の
車
に
は
絶
対
乗
ら
な

い
。

・　

連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

大
声
を
出
す
か
、
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
を

鳴
ら
し
周
り
の
人
に
助
け
を
求
め
る
。

・　

友
達
が
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
近
く
の
大
人
に
知
ら
せ
る
。

私
た
ち
が
登
下
校
の
児
童
を
見
守
り
ま
す

注
意
す
る
よ
う
に
子
ど
も
に

話
し
て
く
だ
さ
い

月
に
一
度
は
家
庭
で
話
し
合
い
を

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
一
年
生
か
ら
三
年

生
ま
で
の
児
童
が
、
町
が
用
意
し
た
起
震

車
で
地
震
の
揺
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

震
度
７
の
揺
れ
を
体
験
し
た
三
年
生
の

児
童
は
「
友
達
と
一
緒
だ
っ
た
か
ら
怖
く

な
か
っ
た
け
ど
、
本
当
の
地
震
が
起
き
た

ら
一
人
か
も
し
れ
な
い
の
で
心
配
で
す
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

月
に
一
度
は
家
庭
で
�
防
災
�
に
つ
い
て

話
し
合
う
時
間
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

運動場へ避難する児童

震度７の揺れを体験する児童
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印
鑑
登
録
を
す
る
に
は

◇　

登
録
す
る
印
鑑
と
、
本
人
確
認
書
類

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
即
日
登
録
・

印
鑑
登
録
証
を
発
行
し
ま
す
。

《
本
人
確
認
書
類
と
は
》

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
（
公
的
機
関
か
ら
発

行
さ
れ
る
顔
写
真
付
き
の
書
類
。 
詳
し
く

は
窓
口
、
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

◇　

本
人
確
認
（
顔
写
真
付
き
）
書
類
が

な
い
方
は
、
本
人
確
認
の
た
め
に
手
続

き
が
一
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　

手
順
は
次
の
と
お
り
で
す

①　

住
民
福
祉
課
窓
口
で
印
鑑
登
録
申
請

書
を
記
入
し
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②　

後
日
、
住
民
福
祉
課
か
ら
自
宅
に
届

く
手
紙
（
本
人
確
認
の
た
め
で
す
）
に

必
要
箇
所
を
記
入
し
、
登
録
す
る
印
鑑

と
健
康
保
険
証
（
年
金
手
帳
な
ど
公
的

機
関
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
書
類
。
詳

し
く
は
窓
口
、
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。）
の
三
点
を
持
っ
て
、
住
民
福
祉
課

窓
口
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

③　

窓
口
で
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
確
認

終
了
後
登
録
を
し
て
、
印
鑑
登
録
証
を

発
行
し
ま
す
。

※　

本
人
確
認
（
顔
写
真
付
き
）
書
類
が

な
い
方
で
印
鑑
登
録
を
す
ぐ
に
必
要
と

す
る
方
は
、
阿
久
比
町
内
で
印
鑑
登
録

を
し
て
い
る
方
（
家
族
、
知
人
で
も
可
）

と
一
緒
に
窓
口
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
本

人
確
認
の
保
証
人
に
な
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
そ
の
際
新
し
く
登
録
す
る
印
鑑
と
、

保
証
人
の
方
の
登
録
印
鑑
（
実
印
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
即
日
登
録
・
印

鑑
登
録
証
を
発
行
し
ま
す
。

�◇　

本
人
確
認
の
た
め
手
続
き
に
一
週
間

ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　

手
順
は
次
の
と
お
り
で
す

代
理
人
に
委
任
す
る
場
合

（
本
人
が
窓
口
に
来
れ
な
い
場
合
）

①　

委
任
状
を
本
人
が
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
ど
ん
な
も
の
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
委
任
状
と
書
き
、
代
理
人
の
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を
記
入
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
（
登
録
し
直
し
の
と
き
は
す

で
に
あ
る
登
録
を
抹
消
す
る
こ
と
も
）

を
委
任
す
る
こ
と
・
委
任
状
を
書
い
た

日
付
・
登
録
す
る
本
人
の
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
記
入
し
、
本
人
の
氏
名
の

横
に
は
登
録
す
る
印
鑑
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。

　

阿
久
比
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tow

n.agui.lg.jp

）「
暮
ら
し
の

情
報
」
で
様
式
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②　

代
理
人
は
委
任
状
、
登
録
す
る
印
鑑
、

代
理
人
の
認
印
を
持
参
し
て
住
民
福
祉

課
窓
口
で
印
鑑
登
録
申
請
書
を
記
入
し

て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③　

後
日
、
申
請
者
本
人
の
自
宅
に
届
く

手
紙
（
本
人
確
認
の
た
め
で
す
）
に
、

必
要
箇
所
を
本
人
が
記
入
し
た
も
の
、

同
封
の
委
任
状
、
登
録
す
る
印
鑑
、
本

人
・
代
理
人
両
方
の
本
人
確
認
書
類（
こ

の
場
合
は
、
公
的
機
関
発
行
の
も
の
で

あ
れ
ば
顔
写
真
の
な
い
も
の
で
も
構
い

ま
せ
ん
）
の
五
点
を
も
っ
て
住
民
福
祉

課
窓
口
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

④　

窓
口
で
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
確
認

終
了
後
登
録
を
し
て
、
印
鑑
登
録
証
を

発
行
し
ま
す
。

印
鑑
証
明
が
必
要
な
と
き
は

　

す
で
に
阿
久
比
町
で
印
鑑
登
録
し
て
い

る
方
は
、
印
鑑
登
録
証
（
黄
色
い
二
つ
折

り
の
手
帳
で
す
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
申
請
書
に
登
録
本
人
の
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
（
代
理
の
場
合
は
代
理
人

の
住
所
・
氏
名
も
）
を
記
入
す
れ
ば
、
そ

の
場
で
受
け
取
れ
ま
す
。
一
通
二
百
円
で

す
。

　

現
在
の
登
録
を
抹
消
し
て
、
新
し
く
登

録
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
紛
失
し
て

い
な
い
印
鑑
登
録
証
ま
た
は
印
鑑
を
持
参

し
て
、
印
鑑
登
録
と
同
様
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
、
本
人
の
名
前
を
か
た
り
勝
手
に
印
鑑
登
録
を
す
る
事
件

を
未
然
に
防
ぎ
、
不
正
申
請
を
防
止
す
る
た
め
に
、
本
人
確
認
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
人
確
認
が
完
全
に
で
き
る
ま
で
は
、
印
鑑
登
録
証
な
ど
の
発
行
に
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
人
が
登
録
す
る
場
合

印
鑑
登
録
証
・
印
鑑
を

紛
失
し
た
と
き
は
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四
月
二
日（
土
）く
も
り

　

前
回
は
役
場
か
ら
北
側
に
位
置
す
る
弘

法
寺
三
カ
所
を
巡
っ
た
。
今
回
は
南
側
に

位
置
す
る
二
カ
所
を
前
回
同
様
、
友
人
を

誘
っ
て
ぶ
ら
り
旅
に
出
か
け
た
。

　

今
年
は
桜
前
線
の
北
上
が
少
し
遅
い
の

か
、
出
発
地
点
の
役
場
の
桜
は
、
つ
ぼ
み

が
よ
う
や
く
膨
ら
み
か
け
て
い
る
。
来
週

に
は
満
開
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
と
期
待
を
し
な
が
ら
、
第
十
六
番
札
所

椋
岡
地
区
の
平
泉
寺
に
向
か
っ
た
。

　

県
道
を
南
下
す
る
。�
弘
法
さ
ん
参
り
�

の
白
い
衣
装
を
身
に
付
け
た
グ
ル
ー
プ
を

乗
せ
た
タ
ク
シ
ー
が
横
を
通
り
過
ぎ
て
行

く
。

　

十
分
ほ
ど
歩
く
と
「
平
泉
寺
」
と
書
か

れ
た
大
き
な
看
板
と
寺
の
屋
根
が
、
道
路

の
東
側
に
見
え
て
き
た
。

　

目
的
地
に
到
着
。
西
側
の
入
り
口
か
ら

境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
読
経
の
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。
車
が
本
堂
の
前
に
置

か
れ
祈
と
う
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

本
堂
前
に
教
育
委
員
会
が
作
っ
た
平
泉

寺
を
説
明
す
る
札
が
あ
っ
た
の
で
、
立
ち

止
ま
り
読
み
返
し
た
。

　

源
頼
朝
が
野
間
の
里
に
父
義
朝
の
墓
参

り
の
帰
途
に
こ
の
寺
を
訪
れ
、
眺
め
た
中

秋
の
名
月
が
と
て
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
こ

と
か
ら
、「
月
の
明
ら
か
な
る
に
過
ぎ
る
何

も
無
く
さ
え
渡
れ
ば
、
円
月
坊
と
称
す
べ

し
」
と
命
じ
、
坊
内
を
円
月
坊
と
い
う
よ

う
に
な
っ
た
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

場
所
か
ら
空
を
眺
め
た
。
く
も
り
空
だ
っ

た
。

　

境
内
南
の
表
門
横
に
鐘
楼
が
あ
る
。
入

母
屋
造
り
の
立
派
な
屋
根
の
下
に
は
、
大

き
な
鐘
が
つ
り
下
げ
ら
れ
、
地
上
か
ら
少

し
高
く
な
っ
て
い
る
こ
の
場
所
か
ら
見
る

月
も
す
ば
ら
し
い
の
だ
ろ
う
。
上
っ
て
み

た
。
東
前
方
に
は
東
部
地
区
の
町
並
み
を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
な
か
の

絶
景
だ
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
奉
納
経
に
朱
印
を
押

し
て
も
ら
い
、
住
職
に
寺
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
。

写真左：弘法堂　右：本堂

朱印を押す住職
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不
動
明
王
立
像

（
昭
和　

年
指
定
）

２９

　

秘
仏
で
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な

い
。
高
さ
一
二
五
㌢
の
中
心
一
木
造
り

で
、
藤
原
後
期
の
作
品
と
思
わ
れ
慈
覚

大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。

県 指 定 文 化 財
阿
久
比
町
誌
・
阿
久
比
の
寺
院
か
ら
写
真
掲
載

　

こ
の
寺
に
は
、
県
指
定
文
化
財
の
三
体

の
仏
像
が
あ
る
。

　

客
殿
に
は
阿
弥
陀
如
来
が
ず
っ
し
り
と

座
っ
て
い
る
。
廊
下
を
渡
り
本
堂
に
入
れ

て
も
ら
っ
た
。
黒
光
り
を
し
た
毘
沙
門
天

立
像
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
こ
ち
ら

を
に
ら
ん
で
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
よ

く
顔
を
の
ぞ
き
こ
む
と
立
派
な
顔
立
ち
で

あ
る
。

　

そ
の
横
に
は
本
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る

厨
子
が
あ
る
。
本
尊
の
不
動
明
王
立
像
は

秘
仏
と
な
っ
て
い
る
。「
文
化
庁
の
調
査
の

際
、
一
度
だ
け
開
帳
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
本
尊
さ
ん
の
顔
は
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
、

不
安
感
の
な
い
、
柔
和
で
や
さ
し
い
顔
で

し
た
」
と
住
職
が
話
し
て
く
れ
た
。

　

別
れ
際
に
「
後
世
に
こ
の
貴
重
な
仏
様

た
ち
を
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
震
や
火
事
か
ら
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
、

毎
日
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
よ
」
と
真
剣

な
表
情
で
語
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。

　

次
回
は
観
音
寺
で
す
。

（
参
考
資
料　

阿
久
比
町
誌
・
阿
久
比
の

寺
院
、
あ
ぐ
い
の
あ
ゆ
み
、
広
辞
苑
）

南粕谷 
半田線 

阿久比 
町役場 

観音寺 

平泉寺 

17

16

Ｎ 

名
鉄 

あ
ぐ
い
駅 名

鉄

名
鉄

 

む
く
お
か
駅

む
く
お
か
駅

 

オアシス大橋
大橋

 

阿
久
比
川 

Ｐ 
Ｐ 

宮
津
橋 

唐松唐松 の井戸井戸  

平泉寺 

名
鉄 

む
く
お
か
駅 

オアシス大橋 

唐松の井戸 

阿
弥
陀
如
来
座
像

（
昭
和　

年
指
定
）

４０

�
　

平
泉
寺
の
本
尊
は
不
動
明
王
で
、
天

台
宗
に
属
す
る
。

　

淳
和
天
皇
が
慈
覚
大
師
円
仁
に
命
じ

て
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
に
開
創
し

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
源
頼
朝
が

野
間
の
里
（
美
浜
町
）
に
父
義
朝
の
墓

参
り
の
帰
途
、
こ
の
寺
を
訪
れ
本
尊
尾

張
不
動
尊
に
国
家
安
穏
を
祈
願
す
る
。

ま
た
、
そ
の
時
に
中
秋
の
名
月
を
賞
し

て
坊
号
を
大
乗
坊
か
ら
円
月
坊
と
称
す

る
よ
う
に
命
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
蒙
古
襲

来
の
際
、
後
宇
多
天
皇
の
命
に
よ
り
、

本
尊
不
動
尊
に
異
国
降
伏
の
祈
願
が
行

わ
れ
る
。 鳳

凰
山 

平
泉
寺

円　仁（慈覚大師）
　天台宗山門派の祖。（７９４～８６４）最澄に師事。東密
（空海を祖とする）に対抗する台密の基盤を整備、
比叡山興隆の基礎を確立した。

源頼朝
　鎌倉幕府初代将軍。武家政治の創始者。（１１４７～
１１９９）

　

邪
鬼
が
こ
の
地
方
を
荒
ら
し
て
、
人
々

を
苦
し
め
て
い
た
。
大
変
武
勇
に
勝
れ
た

英
比
丸
が
、
そ
の
邪
鬼
を
退
治
し
て
地
中

に
深
く
埋
め
、
再
び
出
現
し
な
い
よ
う
に

と
魔
除
け
の
柊
を
植
え
た
と
言
わ
れ
る
。

　

あ
る
夜
、
邪
鬼
を
埋
め
た
柊
の
下
で
慈

覚
大
師
が
野
宿
を
し
て
い
た
。
角
の
生
え

た
童
子
が
土
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る
姿
を

夢
で
見
た
。
翌
朝
、
大
師
は
柊
を
倒
し
て
、

そ
の
柊
で
仏
像
を
刻
み
ま
つ
っ
た
の
が
平

泉
寺
の
起
こ
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴 史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史 解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解 説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説歴 史 解 説

伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝

説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説

伝　

説

　

高
さ
九
九
㌢
の
寄
木
造
り
で
、
仁
平

三
年
（
一
一
五
三
）
と
い
う
制
作
年
代

が
書
き
込
ま
れ
、
藤
原
後
期
の
作
品
で

県
下
の
銘
の
あ
る
仏
像
の
な
か
で
は
、

最
古
の
も
の
と
さ
れ
る
。

毘
沙
門
天
立
像

（
昭
和　

年
指
定
）

２９

　

高
さ
一
一
五
㌢
。
不
動
明
王
立
像
よ

り
や
や
後
期
の
作
品
と
思
わ
れ
、
運
慶

の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
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平成１７年度 《子育て支援》 

なかよし広場 
阿久比町保育協議会 

な
か
よ
し
広
場
の

ご

あ

ん

な

い

遊びの内容電　話保育園名開催日

砂 場 遊 び な ど４８－５００２宮津保育園７日（火）

砂 場 遊 び な ど４８－２９８６北原保育園７日（火）

小麦粉ねんどなど４８－５００１城山保育園８日（水）

かたつむり作りなど４８－８８１２東部保育園９日（木）

しゃぼん玉遊びなど４８－６６０３南部保育園１３日（月）

リズム遊びなど４８－０５０４中部保育園１６日（木）

しゃぼん玉遊びなど４８－０９０３草木保育園２１日（火）

魚つりごっこなど４８－０１４９英 保 育 園２８日（火）

� � � � � � � � 	 �����

　４月のごみの収集状況を見てみると、前年と比較して燃えるごみが３％減少し、燃
えないごみは３％増加しました。また資源ごみは５％増加しました。
　ごみは必ず分別し、引き続きごみの減量とリサイクルにご協力くださいますようお
願いします。

合　計廃プラペットボトル雑びん生きびんアルミ類スチール類布　類紙　類
１９５,５２５㎏１６,９２０㎏４,０７６㎏２１,８３４㎏１,７２０㎏３,０８５㎏７,２１０㎏３,１４０㎏１３７,５４０㎏平成１６年４月
２０５,６１２㎏１６,４６０㎏４,４１０㎏２０,５０２㎏１,６９０㎏３,４５０㎏８,５５０㎏３,１００㎏１４７,４５０㎏平成１７年４月
１０５％９７％１０８％９４％９８％１１２％１１９％９９％１０７％前年比

平成１６年４月
４０９.７８t　

平成１７年４月
３９７.５９t　

前年比９７％

平成１６年４月
１９.３０t　

平成１７年４月
１９.８２t　

前年比１０３％

燃えないごみ収集量燃えるごみ収集量

資源ごみ収集量

環境衛生課（内３１７）

　

町
内
八
保
育
園
（
草
木
・
北
原
・
英
・

城
山
・
宮
津
・
東
部
・
中
部
・
南
部
保
育

園
）
で
は
、
未
就
園
の
子
ど
も
と
親
が
安

心
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
「
な
か
よ
し

広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
の
保
育
園
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

※
育
児
相
談
は
、
毎
回
各
園
で
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
が
来
園
し
ま
す
。

　

六
月
七
日（
火
）宮
津
保
育
園

　

六
月
九
日（
木
）東
部
保
育
園

細長く切ったフェルトの両端にホックをつけ、はめたりはずし 
たりして遊びます。 
［作り方］ 
①　フェルトを細
長く切る。 
②　切ったフェル
トの両端にホッ
クを縫いつける。 

＊　一つの輪をブレ
スレットにしたり、
いくつかつなげて
ペンダントにした
りしてあそぶ。 

はめたり、はずしたり 
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食生活改善推進員養成講座を開催

　先月号で、がんは死亡原因の第
１位を占めていることを紹介しま
した。がんになる原因はさまざま
ありますが、その３分の１は食事
だと言われています。がんを防ぐ
にはどんな食生活をすればよいの
でしょうか。
　“バランスよく食べる”ことが基
本になります。発がん性物質は、
多くの食品の中に含まれています。
いろいろな食品をまんべんなく食
べることが大切です。特定の食品
ばかりとる偏った食事をしている
と、発がんの危険性が高くなりま
す。１日３０食品を目安に食べま
しょう。
　３０食品といっても、肉や魚など
の同じ栄養素のものに偏ってはい
けません。乳製品や緑黄色野菜、
果物、炭水化物などバランスよく
食べましょう。
　野菜をしっかり食べることも大
切です。野菜は、がんを防ぐ成分
を数多く含むとてもパワフルな食
品です。野菜に含まれる食物繊維
は、腸内にたまった発がん物質を
吸着して、便と一緒に排出する働
きがあります。なかでも、緑黄色

野菜の効果が大きいと言われてい
ます。毎日たくさんの野菜を取る
ように心がけましょう。　　
　イワシやサバなど背の青い魚や
海草類、キノコ類もがんを予防す
る食品と言われています。
　がんの予防では食生活が大切な
位置を占めていますが、食生活だ
けに気を付けるのではなく、運動
や休養など、ほかのライフスタイ
ルの改善と並行して行いましょう。

あなたのライフスタイルをチェック
　以下の項目のうち、当てはまる
ものはいくつありますか。
①　毎日、朝食を食べている。
②　栄養のバランスを考えた食事
をしている。

③　１日平均７～８時間は眠って
いる。

④　運動を定期的に（週１回以上）
行っている。

⑤　タバコは吸わないようにして
いる。

⑥　酒はほどほどにしている。
（ビール大びん１本以下または
日本酒１合以下）

⑦　労働時間は１日平均９時間以
内にとどめている。

⑧　自覚的なストレスは少ない。

TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

バランスよく食べてがん予防
判　定
７～８の人は「良好」
５～６の人は「中庸」
４以下の人は「不良」
※「中庸」「不良」の人は、毎日
の生活を見直してみましょう。

具だく 
さん 野菜たっぷり 

チャーハン 

緑
黄
色
野
菜 

淡
色
野
菜 

●加熱してカサを 
　減らす。 

●みそ汁をはじめさまざま 
　な献立に取り入れる。 

●旬のものを選ぶ。 

●外食をするときは野 
　菜が多いメニューを 
　選ぶ。 

にんじん　　　中1/2本 
小松菜　　　　中1/3束 
にら　　　　　1束（20本） 
チンゲンサイ　中1株 
ブロッコリー　1/2株 
トマト　　　　中1個 
さやいんげん　中12本 
かぼちゃ　　　1/10個 

芽キャベツ　　中10個 
キャベツ　　　大1枚 
大根　　　　　中1/8本 
タマネギ　　　1/2個 

野菜100ｇ
の 目 安  

いくつかの野菜を組み合わせ
1日350ｇ（緑黄色野菜120ｇ・
淡色野菜230ｇ）取りましょう。 

平成１７年５月３０日～平成１８年２月２８日期 間

全１１回 講 座 回 数

養成講座を４０時間以上受講した方養成の認定

調理実習、講義、運動実習、救急講習
※詳しい内容は日程表をご覧ください。

養 成 講 座
の 内 容

３，０００円（テキスト代＋調理実習９回分の材料費）
※受講料は５月３０日にテキストと引き換えとなります。

受 講 料

◇主催　阿久比町・阿久比町健康づくり食生活改善協議会
◇問い合わせ先　保健センター　�（４８）１１１１（内線３１１・３１２）

　食生活改善推進員は、「私たちの
健康は私たちの手で」を合言葉に、
自分の家族をはじめ、住民の皆さ
んの健康づくりを食生活の面から
サポートしています。
　養成講座では、食生活を通じた
健康づくりについて学びます。
　皆さんで地域の方の健康づくり
をサポートしませんか。
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キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク
結
果
説
明

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク
結
果
説
明

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０

■
れ
ん
げ
の
会

　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■場  
宮
津
山
田
集
会
所

■
健
康
体
操
の
つ
ど
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
英
比
小
学
校
体
育
館

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
体
操

の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
む
し
歯
予
防
デ
ー

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

　
　（
接
種
時
間
１３
：２
０
～
）

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

　
　（
接
種
時
間
１３
：２
０
～
）

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１６
年
１１
月
９
日

　
　
　
　
　
～
１２
月
８
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１７
年
２
月
１１
日

　
　
　
　
　
～
３
月
１４
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１４
年
１１
月
～
１２
月
生
ま
れ

■
れ
ん
げ
の
会
　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■場  
宮
津
山
田
集
会
所

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１６
年
６
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１４
年
５
月
生
ま
れ

■
離
乳
食
講
習
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１６
年
９
月
～
１０
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１５
年
１１
月
１８
日

　
　
　
　
　
～
１２
月
２１
日
生
ま
れ

■
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０

　
　
１３
：０
０
～
１４
：２
０

　
■■対  
申
込
者

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
３
日（
金
）・
１０
日（
金
）・
１７
日（
金
）・
２４
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
重
・
身
長
・

血
圧
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

診
療
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

５
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

１
２
日
�
 阿
久
比
ク
リ
ニ
ッ
ク

 卯
坂
字
米
山
１
－
１

  
�
４８
－
８８
６６

１
９
日
�
 渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

 白
沢
字
天
神
裏
１０
－
８

  
�
４８
－
０２
０２

２
６
日
�
 岡
田
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

 椋
岡
字
角
前
田
５２
－
３

  
�
４９
－
２１
００

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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６月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

４３２１☆☆☆

１１１0９８７�６５

�１８�１７�１６�１５�１４�１３１２

２５２４�２３�２２�２１�２０�１９

☆☆�３０２９２８�２７２６

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

《 今 月 の お す す め 》

図 書 館 か ら の お 知 ら せ  図 書 館 か ら の お 知 ら せ  

『PowerPoint２００３完全制覇パーフェクト』
石田　かのこ　著

『砂漠でみつけた一冊の絵本』
柳田　邦男　著

『何があっても大丈夫』
櫻井　よしこ　著

『企業情報はこんな手口で盗まれる』
宮�　貞至　著

『誰が科学技術について考えるのか』
小林　傳司　著

『谷汲線　その歴史とレール
 ローカル線からかいま見る激動の日本と世界』

　大島　一朗　著
『ひとりでできる股関節・肩関節体操』

�　順姫　著
『日本人の忘れもの　３』

中西　進　著
『エリザベス・コステロ』

Ｊ ･Ｍ ･クッツェー　著

　ＮＨＫ ｢きょうの健康 ｣テキスト
好評連載の単行本化。生と死を見つ
めながら、山陰の地方都市で渾身の
医療を続ける内科医のドキュメンタ
リー・エッセイ。患者と医師のあり
方を問いかける。『野の道往診』『野の道往診』

徳永 進 著徳永　進　著

�������

阿久比町立図書館
�48-6231

『エンバリーさんの絵かきえほん　モンスターをかこう！』
エド・エンバリー　作

『もしゃもしゃちゃん』
マレーク・ベロニカ　文／絵

『のはらうた　わっはっは』
工藤　直子　作

『キャプテン・ブルーベアの１３と１／２の人生 上』
ヴァルター・メアス　作

　ぼくたちの学校で模擬裁判をする
ことになった。ぼくは裁判長の役と
なって、被告人に判決を言い渡す。
人を裁くのが裁判官なのに、ぼくは
自分の罪を隠していた。模擬裁判を
通して、少年斗夢の揺れる心を描く。 『裁判とふしぎなねこ』『裁判とふしぎなねこ』

手島 悠介 作／清田 貴代 絵手島　悠介　作／清田　貴代　絵

★第７回おじいさん、おばあさん
が描いた書いた展
　５月１９日（木）～５月２９日（日）
★阿久比町絵手紙作品展
　６月３日（金）～６月１２日（日）

�������

　図書館は、６月１３日から２３日まで特別整理期間のため長期にわたり休館します。休館中の図書などの返却は、ブック
ポストへお願いします。
　図書館カレンダーを受付で配付していますので確認してください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　しょうがっこう１ねんせいになったみなさん、としょかんのかしだしけんをつくりましょう。
　おうちのひとといっしょに、としょかんへきてくださいね。
�保護者の方へ�
　名前・生年月日・住所の確認できるもの（保険証など）を持って、貸出券をつくる子と一緒に図書館へ来てください。
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Information

合
併
処
理
浄
化
槽

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と
生
活
排

水
の
両
方
を
処
理
す
る
浄
化
槽
で
、
し
尿

だ
け
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽
に
比

べ
、
生
活
排
水
の
汚
れ
を
大
幅
に
少
な
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
浄
化
槽
の

新
設
時
に
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
単
独
処
理
浄

化
槽
に
つ
い
て
も
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
転
換
の
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
十
七
年
度
に
、
専
用
住

宅
に
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

設
置
地
区
な
ど
の
条
件
や
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
環
境
衛
生
課
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
堆
肥
化
装
置

　

家
庭
の
台
所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
装
置
の
購
入
費
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

□
対　

象

　

生
ご
み
堆
肥
化
装
置
（
容
器
ま
た
は
処

理
機
）

□
補
助
対
象
者
な
ど

　

阿
久
比
町
在
住
の
方
で
、
一
世
帯
に
つ

き
一
回
限
り
で
す
。
容
器
は
二
基
ま
で
、

処
理
機
は
一
基
で
す
の
で
、
ど
ち
ら
か
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
補
助
金
の
額

　

容
器
・
処
理
機
と
も
購
入
金
額
の
二
分

の
一
。
た
だ
し
、
容
器
に
つ
い
て
は
千
円
、

処
理
機
に
つ
い
て
は
二
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

□
申
請
方
法

　

購
入
予
定
の
方
に
は
、
役
場
環
境
衛
生

課
窓
口
（
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
）
で
申
請

書
を
配
布
し
ま
す
。
申
請
書
の
裏
面
に
販

売
店
で
販
売
証
明
を
し
て
も
ら
い
、
領
収

書
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
の
交
付
は
、
口
座
振
替
と
な
り

ま
す
の
で
、
請
求
書
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
の
際
に
は
、
印

鑑
と
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。）

※車約1台のスペースで設置できます。

処理機 容器

環
境
衛
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

補助金を交付します 補助金を交付します 補助金を交付します 
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愛
・
地
球
博
会
場
へ
の
弁
当
の
持
ち
込

み
を
、
食
中
毒
予
防
の
観
点
か
ら
制
限
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
従
来
か
ら

持
ち
込
み
で
き
た
「
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の

あ
る
場
合
」
と
「
小
中
学
校
、
幼
稚
園
・

保
育
園
の
遠
足
な
ど
の
場
合
」
に
加
え
、

四
月
一
日
か
ら
新
た
に
「
家
庭
で
調
理
し

た
弁
当
」
に
つ
い
て
は
持
ち
込
み
で
き
る

よ
う
に
制
限
を
緩
和
し
ま
し
た
。

　

従
来
ど
お
り
果
物
、
菓
子
な
ど
の
弁
当

以
外
の
食
べ
物
や
水
筒
、
紙
容
器
入
り
飲

料
は
、
各
入
場
ゲ
ー
ト
で
手
荷
物
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
持
ち
込
み
が
可
能

で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
・
地
球
博
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２（
９
５
５
）２
０
０
５

http://w
w
w
.expo2005.or.jp

�
　

身
近
な
自
然
や
環
境
問
題
を
題
材
に
し

た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
愛
・
地
球
博
の

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�




�

�
�
�
�
�
�
��

	


�
�


�
�
�
�
�
�

��

瀬
戸
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

□
主　

催　

㈱
デ
ン
ソ
ー

□
後　

援

　

愛
知
県
・
愛
知
県
教
育
委
員
会
・
阿
久

比
町
・
阿
久
比
町
教
育
委
員
会

□
内　

容

　
「
緑
」「
水
」「
大
気
」「
里
山
」「
土
」
を

テ
ー
マ
に
九
十
分
の
自
然
体
験
ツ
ア
ー
を

行
い
ま
す
。

□
場　

所

　

愛
・
地
球
博
・
瀬
戸
会
場

　

里
山
遊
歩
ゾ
ー
ン
（
愛
知
県
瀬
戸
市
）

※　

現
地
集
合
・
現
地
解
散
（
交
通
費
な

ど
は
参
加
者
負
担
）

□
対
象
者

　

小
学
校
四
年
生
〜
中
学
校
三
年
生

□
定　

員

　

夏
・
秋
コ
ー
ス
五
日
間
合
わ
せ
て
二
百

五
十
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

□
参
加
料　

無
料

※　

参
加
者
と
保
護
者
一
人
分
の
愛
･
地

球
博
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

□
申
込
期
間

　

五
月
十
日（
火
）〜
六
月
十
日（
金
）

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

②
保
護
者
氏
名
③
学
校
名
④
学
年
⑤
生
年

月
日
⑥
性
別
⑦
住
所
⑧
電
話
番
号
・
F
A

X
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑨
希
望
日
と
希
望

時
間
（
第
三
希
望
ま
で
）
⑩
応
募
理
由 
⑪

そ
の
他
（
グ
ル
ー
プ
参
加
の
場
合
は
、
グ

ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
名
を
書
い
て
く
だ
さ

い
）
を
明
記
の
上
、
事
務
局
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

返
信
用
に
は
返
送
先
の
住
所
・
氏
名
を

記
入
く
だ
さ
い
。
抽
選
結
果
は
、
返
信
ハ

ガ
キ
で
連
絡
し
ま
す
（
六
月
下
旬
）

□
問
い
合
わ
せ
先

デ
ン
ソ
ーE

C
O

レ
ン
ジ
ャ
ー　

事
務

２１

局
（
木
文
化
研
究
所
内 
栗
原
宛
て
）

　

〒
４
５
１
‐
０
０
８
１

　

名
古
屋
市
西
区
名
塚
町
１
‐　
７７

　

�
０
５
２（
５
２
２
）３
８
４
８

E
‐ mail：

ecoren21@
yam
azato.jp

�
　

愛
知
万
博
長
久
手
会
場
で
あ
る
愛
知
青

少
年
公
園
の
博
覧
会
後
の
公
園
計
画
に
つ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

い
て
、
愛
知
県
で
は
昨
年
度
か
ら
検
討
を

進
め
、
中
間
報
告
（
案
）
を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
。
こ
の
中
間
報
告
（
案
）
に
つ
い

て
、
県
民
意
見
提
出
制
度
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
制
度
）
に
基
づ
き
、
広
く
県
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
新
公
園
名
称
も

募
集
し
ま
す
。

□
募
集
期
間　

五
月
十
八
日（
水
）か
ら

□
応
募
用
紙
配
布
先

　

阿
久
比
町
役
場
、
県
公
園
緑
地
課

　

詳
細
に
つ
い
て
は
県
公
園
緑
地
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/koen/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
応
募
方
法

１　

郵
送
の
場
合

・
宛
先：

〒
４
６
０
‐
８
５
０
１（
住

所
不
要
）

　
　

愛
知
県
建
設
部
公
園
緑
地
課

　
　
　
　
　
　

大
規
模
公
園
グ
ル
ー
プ

２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

　

・
０
５
２（
９
５
３
）５
３
２
９

　
　

愛
知
県
建
設
部
公
園
緑
地
課

３　

E

‐ mail

の
場
合

　

・
ア
ド
レ
ス：

koen@
pref.aichi.lg.jp

４　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

　

・
県
公
園
緑
地
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/koen/

□
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
役
場
建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

　

愛
知
県
公
園
緑
地
課　
　

　

�
０
５
２（
９
６
１
）２
１
１
１（
内
２
６
１
６
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

内　　　　　　容日      時

「不思議な葉っぱ」
一見同じような葉っぱでもちょっと
違う。よ～くさがしたらいろんな
葉っぱ発見！お気に入りの一枚でイ
キイキ自然の写し絵づくり。
Ｂ：１１：００～１２：３０　Ｄ：１４：００～１５：３０

「水の力。運び、奏で、育み」
沢に葉っぱを流してヨーイドン ! 水
の力で水車を回そう。糸電話でせせ
らぎの声を聞いてみよう。自然のエ
ネルギーを体感だ !
Ａ：１０：００～１１：３０　Ｃ：１３：００～１４：３０

夏コース
７月２１日（木）
　　２２日（金）
　　２３日（土）

「自然って美しい。形とカタチ」
キレイ！オモシロイ！花、虫、こけ、
葉脈・・・こんな形や色がひそんで
たんだ！お気に入りのものをＴシャ
ツのデザインにしてみよう。
Ｂ：１１：００～１２：３０　Ｄ：１４：００～１５：３０

「生まれてなかったね、半世紀前の昔」
空から見た昔の写真を見てびっくり。
今とどちらが緑が多いかな、会場の
里山の５０年前を想像しながら森の絵
を描いてみよう！
Ａ：１０：００～１１：３０　Ｃ：１３：００～１４：３０

秋コース
９月１７日（土）
　　１８日（日）

プログラムの詳細　http://www.denso.co.jp/SOCIAL/event/info/index_1.html
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愛
知
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、

五
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
『
家

内
労
働
旬
間
』
を
実
施
し
ま
す
。

・　

委
託
者
は
、
家
内
労
働
者
に
『
家
内

労
働
手
帳
』
を
交
付
し
て
、
委
託
条
件

を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。

・　

家
内
労
働
者
は
、
委
託
者
か
ら
『
家

内
労
働
手
帳
』
を
受
取
り
、
記
入
さ
れ

た
事
項
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・　

こ
れ
か
ら
内
職
を
希
望
す
る
人
は
、う

ま
い
話
に
ご
用
心
。イ
ン
チ
キ
内
職
の
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
イ
ン
チ
キ
内
職
」
に
ご
用
心
！

　

誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕
事
で
、
高

収
入
が
得
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
「
う
ま

い
話
」
は
、
普
通
あ
り
え
ま
せ
ん
。

□
い
ん
ち
き
内
職
で
問
題
と
な
っ
た
事
例

　
　

内
職
講
習
会
と
称
し
て
多
額
の
受
講

（１）
料
な
ど
を
取
る
が
、
出
来
た
製
品
に
つ

い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
つ
け
て

安
い
値
段
で
買
っ
た
り
、
買
い
上
げ
を

拒
否
し
た
り
す
る
。

　
　

相
当
の
工
賃
収
入
が
得
ら
れ
る
と
宣

（２）
伝
し
、
高
額
な
機
械
を
市
価
よ
り
も
高

く
売
り
つ
け
る
が
、
ほ
と
ん
ど
仕
事
を

回
し
て
も
ら
え
ず
思
う
よ
う
な
収
入
が

得
ら
れ
な
い
。

　
　

解
約
時
に
、
返
還
す
る
と
し
て
徴
収

（３）
し
た
契
約
料
な
ど
を
返
還
し
な
い
も
の
。

「
イ
ン
チ
キ
内
職
」
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、
内
職
を
希
望
す
る
方
自

身
の
注
意
が
必
要
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
労
働
局
賃
金
課
家
内
労
働
係

　

�
０
５
２（
９
７
２
）０
２
５
８

　

半
田
労
働
基
準
監
督
署

　

�（
２
１
）１
０
３
０

�
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
ん
だ
救
命
講

習
を
開
催
し
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い

を
習
得
し
、
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め

進
ん
で
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

と
は
、
今
ま
で
医
師
、
救
急
救
命
士
な

ど
に
し
か
使
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の

で
す
。

□
開
催
日

・
六
月
十
一
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十
人
）

・
六
月
十
八
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

阿
久
比
町
中
央
公
民
館（
定
員
二
十
人
）

□
問
い
合
わ
せ
先

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
半

田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

阿
久
比
支
署　

�（
４
７
）０
１
１
９

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chit
achu/

�□
講
習
日

　

七
月
一
日（
金
）〜

　

七
月
二
十
九
日（
金
）

□
講
習
会
場

・
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

・
大
府
市
勤
労
文
化
会
館

・
刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・
高
浜
市
立
中
央
公
民
館

□
対　

象

　

免
状
交
付
者
で
現
に
危
険
物
製
造
所
な

ど
で
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
。（
保

安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別

・
給
油
取
扱
所

・
特
定
事
業
所

・
一
般

□
申
し
込
み

　

六
月
一
日（
水
）か
ら
六
月
九
日（
木
）ま

で
に
�
愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

□
受
講
料　

四
千
七
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

�
愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
６
１
）６
６
２
３

�
��

�
�
�
�
�
	


�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chit
achu/

�
　

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

□
対
象
者

　

甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
の
資

格
取
得
を
希
望
す
る
方

□
日　

時

　

七
月
七
日（
木
）・
八
日（
金
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
場　

所

　

半
田
市
雁
宿
町
１
‐　

‐
１

２２

半
田
市
中
央
公
民
館
講
堂
（
雁
宿
ホ
ー

ル
内
）

□
定　

員

百
二
十
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
）

□
受
講
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
）
三
千
六
百
円

□
受
付
期
間

　

六
月
六
日（
月
）〜
六
月
十
日（
金
）

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分

□
問
い
合
わ
せ
先

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chit
achu/syoubousyo/fram

epage1.
htm �

�
�
�
�
�
�
�
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�

�

�

�
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�
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普通救命講習
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榊原　孝・佳奈子夫婦の

　　　 優 ちゃん（写真右）　（平成１２年１月１日生）
ゆう

　　 鈴 夏   ちゃん（写真左）　（平成１３年７月２１日生）
りん か

　　 未 歩   ちゃん（写真中央）（平成１６年７月２日生）
み ほ

�

�

�

�
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　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。
　人権は人間が幸福な人生を送るために、最も大切な権
利です。自分だけでなく、すべての人の人権が尊重され
なければなりません。国の内外を問わず、人々がお互い
に人権を守ることによって明るい社会をつくることが大
切です。
　本町の人権擁護委員は、次の皆さんです。（敬称略）
　相談は無料で、秘密は守られますので、気軽にご相談
ください。
◎関　政雄　草木字東郷３６　　　 �（４８）１３０１
◎松田洋次　宮津字山田字２０８　　�（４９）００５４
◎大村峯子　福住字松本５８－１　 �（４８）０５６６

人権相談特設相談所を開設

　人権擁護委員が相談員となって人権相談所を開設しま
すので、ご利用ください。
◎開設日時　６月２日 (木 )
　　　　　　午前９時半～午後４時
◎相談会場　中央公民館本館　３階３０８号室

□問い合わせ先　住民福祉課（４８）１１１１（内３０１）

会　場内　　容日　　時

野球場第１８回リトルシニア日本選手
権東海大会開催式

６月４日（土）
午前９時～

陸　上
競技場

サッカープリンスリーグ東海２００５
岐阜工業vsグランパスエイトユース

６月１１日（土）
正午～
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男子２等陸・海・空士募 集
種 目

平成１７年７月１日現在、１８
歳以上２７歳未満の男子

受 験
資 格

平成１７年６月９日 （木） まで受 付
期 間

平成１７年６月１１日（土）試 験
期 日
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阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

4月　救急・火災

交通事故　　１５
急　　病　　６２
そ の 他　　１３

建　物　 １
車　両　 ０
その他　 ０

救急　　　　９０ 火災　　　１

皆さんの参加で 
　　　美しい住みよいまちを 

5月29日（日） 
少雨決行（雨天の場合 中止） 

午前7時～午前8時 

主催　ゴミゼロ運動推進連絡会 
　　　阿久比町 

ゴミゼロ運動 

期日 

時間 


